
平成27年度の新潟市認知症対策について  

平成27年11月2日（月）新潟市地域包括ケア推進課 



厚労省ＨＰより 



認知症高齢者の現状（平成２２年） 

約２８０万人 

約１６０万人 

約３８０万人 
※ＭＣＩ全ての方が認知症になるわけではない 

介護保険制度を利用し
ている認知症高齢者 

（日常生活自立度Ⅱ以上） 

日常生活自立度Ⅰ又
は，要介護認定を受け
ていない人 

軽度認知障害 

都市部における認知症有病率と認知症の生活機能障害への対応（H25.6）・
「認知症高齢者の日常生活自立度」Ⅱ以上の高齢者数について（H24.9） 

●全国の65歳以上の高齢者について，認知症有病率推定値15％，認知症有病者数約
439万人と推計（平成22年）。また，全国のＭＣＩ（正常でも認知症でもない状態）
の有病率推定値13％，ＭＣＩ有病者数約380万人と推計（平成22年）。 

●介護保険制度を利用している認知症高齢者は約280万人（平成22年）。 

認知症施策推進５カ年計画
（オレンジプラン）で対応 

●早期発見・早期対応 

●認知症の普及・啓発 

●見守りなどの生活支援の
充実など 

→地域での生活継続を可能
にする。 

                              健常者 

６５歳以上高齢者人口２，８７４万人 

持続可能な介護保険制度を確立し，安心して生活できる地域づくり。 



新潟市の認知症高齢者の状況 

介護認定者全体に占める割合 ６５．９% 

※日常生活に支障をきたすような行動が見られ始める認知症高齢者の日常生活自立度の判定基準Ⅱa以上に該当する者。 

新潟市の要介護認定者と認定率の推移（各年10月1日現在の実績値） 

      ※新潟市高齢者保健福祉計画介護保健事業計画（H27～H29）より 


